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Mahora稲穂山の棚田再生（田植え作業風景）
４ページに関連記事があります。

・新しい農業委員会を紹介します‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２～３

・委員担当区域一覧、農地パトロール、棚田再生‥‥‥‥‥‥４

・農地の権利移動・農地転用（フロー図）、鳥獣対策課からのお知らせ‥５

・農を詠む、知々夫の夜ばなし‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６



第52号 農 政 ち ち ぶ 令和８年８月31日（２）

秩
父
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　

会
長　

横　

田　

友
（
栃　

谷
）

「
就
任
の
ご
挨
拶
」

　

こ
の
た
び
農
業
委

員
会
の
改
選
に
伴
い
、

引
き
続
き
会
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
職
務
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
な
お
、
前
任
の
委
員
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員

会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
農
業
委
員
と

各
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
が
両

輪
と
な
っ
て
、
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
行
政
に
届
け
、
農
業
者
が
安
心
し
て
、

農
業
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
農
業
は
、
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
物
価
高
騰
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
農
業
委
員
会
に
は
、
地
域
の
農
地
を
守
り

持
続
可
能
な
農
地
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
と
い
う

大
き
な
目
標
と
、
農
地
の
有
効
利
用
や
新
規
参

入
の
促
進
、
担
い
手
の
育
成
と
い
う
使
命
が
ご

ざ
い
ま
す
。
な
お
、
秋
に
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
委
員
に
お
声
が
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
３
年
間
の
任
期
中
、
農
業
委

員
と
各
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
27

人
が
全
力
で
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

会
長
職
務
代
理
者　

新　
田　

恭　
一
（
山　

田
）

　

こ
の
度
、
会
長
職

務
代
理
に
推
挙
さ
れ

重
責
に
身
の
引
き
し

ま
る
思
い
で
す
。

　

秩
父
市
の
農
業
は

典
型
的
な
中
山
間
地

農
業
で
温
暖
化
に
よ

る
気
象
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
で
も

有
り
ま
す
。
最
近
増
え
て
い
る
獣
害
の
影
響
等

に
よ
り
農
産
物
の
生
産
意
欲
が
失
わ
れ
、
又
農

業
者
の
高
齢
化
に
よ
り
増
加
す
る
遊
休
農
地
、

こ
の
解
消
に
行
政
、
各
農
業
団
体
と
連
携
し
一

丸
と
な
っ
て
取
組
み
、
安
定
し
た
農
産
物
の
生

産
が
で
き
る
よ
う
農
業
者
に
身
近
な
委
員
と
し

て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
長
職
務
代
理
者　

吉　

川　

稔
（
柳
田
町
）

　

こ
の
度
、
会
長
職

務
代
理
に
推
挙
さ
れ

ま
し
た
。

　

秩
父
市
の
農
業
は
、

中
山
間
地
に
あ
り
農

業
者
の
高
齢
化
に
よ

り
担
い
手
不
足
等
の

問
題
で
、
年
々
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
と
し
て
農
業
関
係
機
関
と
連
携

を
は
か
り
農
地
の
有
効
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
全
13
名
内
訳

・
認
定
農
業
者　
　

う
ち
７
名

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
見　

健

　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

忠

　
　
　
　
　
　
　
　

風
間　

操

　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

典
孝

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

恵
男

　
　
　
　
　
　
　
　

新
田　

恭
一

　
　
　
　
　
　
　
　

横
田　

友

・
中
立
委
員　
　
　

う
ち
２
名

　
　
　
　
　
　
　
　

青
野　

孝
司

　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田　

博
明

　農業委員会法改正後、４回目の農業委員、

農地利用最適化推進委員の改選となりました。

秩父市の定数は、農業委員は13名、農地利用

最適化推進委員は14名で、任期は令和８年７月

20日から３年間です。

　農業委員、農地利用最適化推進委員は地域

農業者の代表で、農地等に関する問題の良き

相談相手です。お気軽にご相談ください。

農業委員の主な仕事

　農業委員会の会議に出席し、農地法や他の法令

に基づく、農地の転用・権利移動にかかる許可等

に関して、審議を行います。

農地利用最適化推進委員の主な仕事

　農業委員と連携して、担当する区域において、

農地等の利用の最適化を推進するための活動を行

います。主に、農地利用状況調査を担当します。

Yes

Yes

YesYes

新しい農業委員会を紹介します



第52号農 政 ち ち ぶ（３）令和８年８月31日

農
業
委
員
（
13
名
）
※
会
長
、
会
長
職
務
代
理
者
の
３
名
を
含
む
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
14
名
）

青野　孝司
（大野原）

新井　一雄
（荒川小野原）

石橋　忠
（太　田）

風間　操
（蒔　田）

浅見　健
（上影森）

黒田　昭雄
（上吉田）

髙田　忠一
（上吉田）

冨田　博明
（太　田）

富田　典孝
（太　田）

豊田　恵男
（蒔　田）

浅見　喜一
（荒川白久）

新井　明弘
（下吉田）

新井　節
（吉田石間）

新井　安治
（吉田阿熊）

岩田　美早紀
（太　田）

内田　克明
（蒔　田）

内田　信之
（寺　尾）

岡田　英幸
（吉田久長）

木村　誠司
（三　峰）

小久保　健司
（定　峰）

齊藤　稔
（太　田）

今井　和美
（下影森）

田口　徳行
（黒　谷）

松澤　眞一
（阿保町）

※（　）内は各委員の居

　住区域になります。

　それぞれの担当区域

　につきましては、次

　ページに一覧表を掲

　載しています。

※並びは五十音順です。



第52号 農 政 ち ち ぶ 令和８年８月31日（４）

区域の名称 担当推進委員区域の範囲

新　井　明　弘 新　井　節　

岩田　美早紀 齊　藤　稔　

小久保　健司 田　口　徳　行

内　田　克　明 内　田　信　之

新　井　安　治 岡　田　英　幸

浅　見　喜　一
大滝、中津川、三峰、荒川小野原、荒川上田野、荒川久那、荒川白久、

荒川贄川、荒川日野

日野田町一丁目、日野田町二丁目、野坂町一丁目、野坂町二丁目、熊木町、

上町一丁目、上町二丁目、上町三丁目、中町、本町、宮側町、番場町、

上野町、東町、道生町、中村町一丁目、中村町二丁目、中村町三丁目、

中村町四丁目、近戸町、桜木町、金室町、永田町、柳田町、阿保町、大畑町、

滝の上町、上宮地町、中宮地町、下宮地町、相生町、別所、久那、上影森、

下影森、浦山、大宮、和泉町

木　村　誠　司第６区域

第４区域

下吉田、吉田久長、吉田阿熊、上吉田、吉田石間、吉田太田部第５区域

太田、伊古田、品沢、堀切、小柱、みどりが丘

第３区域 大野原、黒谷、山田、栃谷、定峰

第２区域

第１区域

寺尾、蒔田、田村

地区担当者一覧

委員13名

松　澤　眞　一今　井　和　美

農地利用最適化推進委員（並びは地区毎に五十音順です）

区域の名称 担当農業委員区域の範囲

全委員で秩父市内全域を担当します。区分けなし

農業委員

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
年
１
回
、
市
内
す

べ
て
の
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
地
法
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
総
勢
27
名
が
、

農
地
情
報
の
入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
て
現
地
を
巡
回
し
、
農
地
の
利
用
状

況
を
把
握
す
る
も
の
で
、
農
地
の
有
効

利
用
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

調
査
員
は
、
農
業
委
員
会
の
帽
子
、
腕

章
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用
し
て
現
地
を
調
査

し
て
お
り
ま
す
。
調
査
に
あ
た
り
農
地

内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
結
果
、
不
耕
作
地
等
と

判
定
し
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
（
耕

作
者
）
に
対
し
、
今
後
、
そ
の
農
地
を
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
（
自
分

で
耕
作
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
誰
か
に

貸
し
た
い
意
向
が
あ
る
か
等
）
を
確
認

す
る
た
め
の
農
地
利
用
意
向
調
査
表
を

後
日
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
実
施
予
定
時
期

令
和
８
年
８
月
～
12
月

農
地
利
用
意
向
調
査
実
施
予
定
時
期

令
和
９
年
１
月
～
２
月

【
問
】
農
業
委
員
会
25
―

５
２
３
１

M
a
h
o
r
a
稲
穂
山
の
棚
田
再
生

　
　
　
　

前
農
業
委
員　

長
谷
川　

玲

　

私
は
稲
穂
山
の
自
然
や
歴
史
を
守
り

な
が
ら
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
近
年
は
、
黒
谷
の
山
林
の
中
で

見
つ
か
っ
た
棚
田
跡
の
再
生
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
公
園
を
管
理
す
る
母
（
長
谷

川
信
枝
）
、「
秩
父
山
里
文
化
研
究
会
」

（
会
長
関
根
武
さ
ん
）
の
仲
間
た
ち
と
少

し
ず
つ
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

草
を
刈
り
、
木
を
伐
り
、
石
を
積
み
、

水
を
引
く
。
地
道
な
作
業
の
積
み
重
ね

で
す
が
、
つ
い
に
田
ん
ぼ
に
水
を
張
り
、

６
月
14
日
に
仲
間
と
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
米
と
古
代
米
の
苗
が
植
わ

っ
た
景
色
を
見
る
と
こ
こ
ま
で
来
れ
た

こ
と
に
大
き
な
感
慨
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
心
配
は
野
生
動
物
に
よ

る
食
害
で
す
。
今
後
、
電
気
柵
の
設
置

を
検
討
し
て
い
ま
す
、
ま
た
、
今
回
は

１
段
だ
け
の
再
生
で
し
た
が
、
少
し
づ

つ
作
業
を
進
め
、
段
数
を
増
や
し
て
い

く
計
画
で
す
。

　

稲
穂
山
に
は
、
自
然
の
豊
か
さ
や
先

人
た
ち
の
知
恵
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

こ
の
魅
力
あ
る
里
山
を

未
来
へ
つ
な
い
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・芦田　希美　様　・新井　範　様　・新舟 　　　文男　様　・井原　愛子　様

・栗原　恒明　様　・黒沢　昌治　様　・関根　正男　様　・長谷川　玲　様

改選にあたり、ご勇退されました方々の、

これまでのご尽力に感謝申し上げます。
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第52号農 政 ち ち ぶ（５）令和８年８月31日

　

鳥
獣
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
号
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
の
出
没
や
農
作
物
被
害
が

近
年
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、
野
生
鳥

獣
に
と
っ
て
「
過
ご
し
や
す
い
場
所
」
が

増
え
て
い
る
と
い
う
要
因
が
あ
り
ま
す
。

過
ご
し
や
す
い
場
所
と
は
、
簡
単
に
言

え
ば
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
場
所
で
す
。

ひ
と
つ
目
は
「
簡
単
に
手
に
入
る
エ
サ

が
あ
る
」
こ
と
で
す
。
収
穫
残
さ
や
廃

棄
農
作
物
、
放
任
果
樹
な
ど
、
食
べ
物
が

手
に
入
り
や
す
い
場
所
で
す
。
二
つ
目

は
身
を
隠
す
事
が
で
き
る
「
安
全
な
場

所
が
あ
る
」
こ
と
で
す
。
簡
単
に
エ
サ

が
食
べ
ら
れ
、
安
全
が
担
保
さ
れ
る
と
、

繰
り
返
し
餌
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
過
ご
し
や
す
い
場
所
」

が
増
え
る
と
、
被
害
が
生
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
、「
鳥
獣
被
害
対
策
の

基
本
」
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

①
相
手
を
知
る

　

対
策
を
行
う
上
で
対
象
の
獣
種
は
何

な
の
か
、
野
生
鳥
獣
の
生
態
は
、
な
ぜ

そ
の
場
所
に
出
没
し
て
い
る
か
な
ど
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
ふ
ま
え
て
対
策
を
実
施
し
な
け
れ

ば
、
効
果
は
望
め
ま
せ
ん
。

②
無
意
識
な
エ
サ
や
り
を
し
な
い

　

収
穫
残
さ
や
廃
棄
農
作
物
の
放
置
を

や
め
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
、
野
生
鳥

獣
か
ら
見
た
ら
「
魅
力
的
な
ご
ち
そ
う
」

で
す
。
不
要
・
放
任
果
樹
も
野
生
鳥
獣

を
引
き
寄
せ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

③
田
畑
へ
の
侵
入
を
防
ぐ

　

効
果
の
見
込
め
る
侵
入
防
止
柵
を
設

置
す
る
だ
け
で
な
く
、
設
置
後
の
管
理

が
重
要
で
す
。
柵
の
破
損
箇
所
を
こ
ま

め
に
点
検
・
修
繕
し
、
隙
間
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

④
隠
れ
る
場
所
を
つ
く
ら
な
い

　

草
刈
り
を
し
て
見
晴
ら
し
を
良
く
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
草
が
茂
っ
て
い
る

と
、
野
生
鳥
獣
は
人
里
ま
で
近
づ
き
や
す

く
な
る
ほ
か
、
潜
伏
場
所
を
作
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
見
通
し
が
良
い
環
境
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
抑
止
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
電
気
柵
な
ど
の
設
置
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
柵
を

設
置
す
る
前
、
資
材
を
購
入
す
る
前
に

必
ず
市
に
対
し
補
助
金
利
用
の
申
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
要
果
樹

の
伐
採
な
ど
を
町
会
や
区
な
ど
で
継
続

的
に
実
施
す
る
場
合
は
補
助
金
の
交
付

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
鳥
獣
対
策
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
】
鳥
獣
対
策
課

　
　
　

電
話　

22
―

２
４
９
６
（
直
通
）

農
地
の
権
利
移
動
・
農
地
転
用
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
図

　

農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用
に
つ
い
て
、
目
的
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

　

取
れ
ば
よ
い
か
、
次
の
表
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
を
農
地
の
ま
ま
、
貸
借
、
売
買
、
贈
与

を
し
た
い
。

農
地
を
「
売
買
・
贈
与
（
所
有

権
の
移
転
」
）
を
し
た
い
。

農
地
を
「
貸
し
借
り
」
し
た
い
。

申
請
地
が
、
農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
。

農
地
転
用
を
し
た
い
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
。

　

例
：
自
己
用
住
宅
、
工
場
な
ど

◎
農
地
中
間
管
理
事
業

　

申　

出　

人
：
事
業
計
画
者

　

申
出
受
付
：
随
時

　

申　

出　

先
：
農
業
政
策
課

　
　
　
　
　
　

各
支
所
地
域
振
興
課

　

期　
　

間
：
約
３
～
５
か
月

農
地
転
用
（
農
地
法
第
５
条
）

申　

請　

人
：
譲
渡
人
、
譲
受
人

申
請
〆
切
：
毎
月
10
日

申　

請　

先
：
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

各
支
所
地
域
振
興
課

期　
　

間
：
約
２
か
月
（
埼
玉
県
許
可
）

農
地
転
用
（
農
地
法
第
４
条
）

申　

請　

人
：
農
地
所
有
者

申
請
〆
切
：
毎
月
10
日

申　

請　

先
：
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

各
支
所
地
域
振
興
課

期　
　

間
：
約
２
か
月
（
埼
玉
県
許
可
）

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

申
出
者
：
事
業
計
画
者

申
出
月
：
毎
年
２
月
、
８
月
（
年
２
回
）

申
出
先
：
農
業
政
策
課

　
　
　
　

各
支
所
地
域
振
興
課

期　

間
：
約
６
か
月

農
地
法
第
３
条

申　

請　

者
：
譲
渡
人
、
譲
受
人

申
請
〆
切
：
毎
月
10
日

申　

請　

先
：
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

各
支
所
地
域
振
興
課

期　
　

間
：
約
１
か
月

　
　
　
　
　

（
市
農
業
委
員
会
許
可
）

事
業
計
画
者
が
現
在
の
土
地
所
有
者
と
異

な
る
。（
申
請
に
売
買
、
贈
与
、
賃
借
等
が
伴
う
。
）

YesYes

YesYes

YesYesYesYes

Yes

No

Yes

No

No

※
本
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
秩
父
市
内
の
農
地
の

権
利
移
動
、
農
地
転
用
の
お
お
ま
か
な
手
続

き
の
流
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
土
地
の

所
在
や
計
画
内
容
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た

手
続
き
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
や
、
そ
の
他

の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】

　

農
業
政
策
課　
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農
業
委
員
会　
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吉
田
地
域
振
興
課　
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大
滝
地
域
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荒
川
地
域
振
興
課　
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同
年
五
月
、
上
野
に
立
て
籠
っ
た
彰

義
隊
と
袂
を
分
か
っ
た
渋
沢
成
一
郎
が

率
い
る
振
武
軍
は
、
僅
か
一
日
の
戦
闘

で
薩
長
軍
に
敗
れ
（
飯
能
戦
争
）
、
残
党

は
名
栗
谷
か
ら
浦
山
村
・
贄
川
村
・
三

峰
神
社
等
へ
逃
れ
、
古
池
か
ら
小
森
村
・

薄
村
を
経
由
し
て
、
上
州
方
面
へ
と
逃

走
し
て
い
き
ま
し
た
。

治
安
悪
化
と
農
兵

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
以
降
、
上
州

岩
鼻
代
官
（
幕
領
）
・
忍
藩
主
・
川
越
藩

主
に
よ
り
、
農
兵
が
治
安
維
持
の
た
め

徴
集
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
秩
父

の
村
々
で
は
、
関
東
取
締
出
役
渋
谷
鷲

郎
指
揮
下
、
慶
応
三
年
十
二
月
薩
長
討

幕
派
が
起
こ
し
た
出
流
山
事
件
鎮
圧
の

た
め
に
農
兵
が
動
員
さ
れ
、
そ
の
際
の

従
軍
日
誌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
長
国
境
制
札

　

昨
秋
、
荒
川
上
田
野
の
旧
家
で
、
防

長
両
国
太
守
（
毛
利
家
）
に
よ
り
発
せ
ら

れ
た
「
長
刕
家
領
国
制
札
」
の
写
し
と

思
し
き
書
付
が
見
つ
か
っ
た
。
内
容
か

ら
推
察
し
て
、
制
札
は
慶
応
二
年
（
一

八
六
六
）
の
第
二
次
長
州
征
伐
の
際
に
、

防
長
両
国
（
山
口
県
）
国
境
に
設
置
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
な
ぜ
長
州
藩
の

制
札
の
写
し
が
上
田
野
の
旧
家
に
残
さ

れ
て
い
た
の
か
調
べ
た
み
た
結
果
、
矢

尾
家
文
書
の
「
所
々
風
聴
来
状
留
」
に

同
様
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
全
国
各

地
の
風
聞
を
伝
え
る
書
簡
類
の
書
留
で
、

幕
末
期
に
忍
藩
か
ら
再
三
に
亘
り
多
額

　

知
々
夫
の
夜
ば
な
し

　

『
秩
父
の
幕
末
』

　
　

荒
川
歴
史
懇
話
会　

新
井　

充

　

幕
末
と
は
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
大
政

奉
還
迄
の
足
掛
け
十
五
年
間
を
さ
し
ま

す
。
今
回
は
、
維
新
前
後
の
秩
父
の
状

況
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
ま
す
。　

入
り
組
ん
だ
領
地

　

幕
末
の
秩
父
郡
は
、
幕
府
領
や
譜
代

の
忍
藩
領
・
請
西
藩
領
（
上
総
）・
川
越

藩
領（
前
橋
藩
領
）及
び
旗
本
十
八
家
の

知
行
所
等
が
混
在
し
て
お
り
、
尊
王
攘

夷
運
動
等
の
中
央
の
動
き
か
ら
は
、
懸

離
れ
た
地
域
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

郡
内
の
主
な
出
来
事

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
、
秩
父

郡
名
栗
村
か
ら
武
州
一
円
に
「
武
州
世

直
し
一
揆
」
が
起
こ
り
、
秩
父
郡
内
に

も
波
及
し
ま
し
た
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
二
月
、
公
家

大
炊
御
門
尊
正
ら
一
行
と
忍
藩
秩
父
陣

屋
と
の
間
で
い
わ
ゆ
る
「
清
雲
寺
事
件
」

が
起
こ
り
、
大
炊
御
門
尊
正
一
行
が
斬

殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て

は
、
背
景
・
目
的
等
を
含
め
、
不
明
な

点
が
多
々
あ
る
よ
う
で
す
。

　

同
年
四
月
、
上
小
鹿
野
村
の
吉
田
柳

助
と
小
森
村
の
桧
垣
省
吾
（
間
庭
英
太

郎
・
高
野
雷
治
）
は
、
請
西
藩
を
自
ら

脱
藩
し
た
藩
主
林
忠
崇
と
も
に
、
幕
府

遊
撃
隊
に
与
し
、
薩
長
軍
に
抗
し
て
各

地
を
転
戦
し
ま
し
た
。
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村
田　

軍
司　

註　

（
高　
　

篠
）
村
田　

軍
司

風
そ
よ
ぐ
植
田
に
あ
ま
た
足
の
跡

（
宮　

側　

町
）
福
島
と
き
み

夕
焼
け
る
棚
田
の
中
の
父
を
呼
ぶ

（
上　
　

町
）
石
川　

弘
美

太
古
よ
り
続
く
田
ん
ぼ
や
苗
植
う
る

（
中
宮
地
町
）
浅
見　

昭
文

黄
帽
子
の
列
来
て
憩
ふ
青
田
風

（
金　

室　

町
）
峯　
　

迪
夫

草
抜
き
を
じ
つ
と
見
て
ゐ
る
蝸
牛

（
下
宮
地
町
）
村
山　

勇
治

除
草
機
に
頼
り
頼
ら
れ
田
草
取
り

（
大　

野　

原
）
玉
井　

市
憲

虫
除
け
の
行
灯
並
べ
南
瓜
植
う

（
太　
　

田
）
引
間　

敏
惠

夕
風
の
出
て
波
打
つ
大
青
田

（
高　
　

篠
）
保
科　

從
道

観
客
の
太
古
の
棚
田
早
苗
植
う

（
道　

生　

町
）
野
田　

槇
子

汗
拭
ふ
祖
父
の
棚
田
へ
薬
缶
水

の
御
用
金
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
矢
尾
家

が
、
当
時
の
社
会
情
勢
に
即
応
す
る
た

め
に
、
様
々
な
情
報
網
を
張
り
巡
ら
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
恐
ら

く
、
こ
の
書
付
は
嘗
て
上
田
野
村
に
存

在
し
た
矢
尾
喜
兵
衛
家
の
支
店
に
関
わ

る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

編
集
後
記

　
　

秩
父
市
農
業
委
員
会
広
報
部
会

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局　

小
川　

英
孝

　

秩
父
市
と
皆
野
町
に
ま
た
が
る
自
然

公
園
「
M
a
h
o
r
a
稲
穂
山
」
で
進
め

ら
れ
て
い
る
棚
田
再
生
活
動
の
一
環
と

し
て
、
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
林
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
棚
田
跡

は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
田
植

え
で
は
、
参
加
者
が
泥
の
感
触
を
楽
し

み
な
が
ら
一
本
一
本
丁
寧
に
苗
を
植
え
、

里
山
の
風
景
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

棚
田
は
米
づ
く
り
の
場
で
あ
る
と
同

時
に
、
多
様
な
生
き
も
の
を
育
み
、
水

や
土
を
守
る
大
切
な
環
境
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
風
に
揺
れ

る
美
し
い
景
観
が
広
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
未
来
へ
引

き
継
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
の
活

動
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
り
の
秋
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

か
け

（
州
）

（
高　

札
）

く
み


